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「機械システム・イノベーション」国際シンポ
ジウム・シリーズ開催のご案内

東京大学21世紀COEプログラム

東京大学21世紀COEプログラム「機械システム・イ
ノベーション」では昨年に引き続き、今年度も本拠点重
点領域に関連する以下の国際シンポジウムを開催いたし
ます。エネルギーシステムにおける構造信頼性、革新的
飛行ロボット、バイオ医療の分野で精力的に活躍されて
いる方々をお招きし、ご講演頂く予定です。ご関連の皆
様方の御参加をお待ちしております。

革新的エネルギーシステムにおける構造信頼性に関する

国際会議

International Symposium on Structural Reliability in

Energy Systems Innovation

～　信を極める　～

日程：11月22日（水）
場所：本郷キャンパス弥生地区　弥生講堂・一条ホール
（東京都文京区弥生）

セッション名：

Operation & Maintenance for Structures, Advanced

Simulation for Nao-, Micro-, Macro-Structural

Reliability, Poster Presentation by Young Researchers,

Structural Reliability of Innovative Aerospace

Composite Systems

第３回　革新的飛翔物体に関する国際会議

The 3rd International Symposium on Innovative

Aerial/Space Flyer Systems

～　翔を極める　～

日程： 11月24（金）、25日（土）
場所：本郷キャンパス浅野地区　武田先端知ビル・武田

ホール（東京都文京区弥生）
セッション名：

MAV & UAV, Space Energy, Related Fundamental

Research, Poster Presentation by Young Researchers

第３回　革新的バイオ医療に関する国際会議

The 3rd International Symposium on Biomedical

Systems Innovation

～　體を極める　～

日程：11月27（月）、 28日（火）
場所：本郷キャンパス浅野地区　武田先端知ビル・武田

ホール（東京都文京区弥生）
セッション名：

Cellular Biomechanics, Cell/Tissue Culture

Technologies, Computer-integrated Robotics Surgery,

Computational Biomechanics, Poster Presentation by

Young Researchers, Engineering Synthesis with

Medicine

※講演題目等，詳細はＨＰ（http://www.mechasys.jp/）
をご覧下さい．

参加費：無料

問合せ先：東京大学21世紀COEプログラム
機械システムイノベーション事務室
〒113-8656 東京都文京区本郷7-3-1

Tel/Fax: 03-5841-7437
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シンポジウム
「微生物力を活用したものつくりに向けて」

生物生産工学研究センター

16:00 「リジン高生産の理解を目指して
―アスパラギン酸キナーゼの活性調節」
西山　真（生物生産工学研究センター）
座長　生物生産工学研究センター長・農学生命

科学研究科 五十嵐泰夫
16:30 「Corynebacterium glutamicumのH+-ATPase欠

損変異株のプロテオーム解析から見えてきた特
異な中枢代謝活性化機構」
横田　篤（北海道大学大学院農学研究院）

17:00 「アミノ酸菌工学-これまでとこれから」
池田正人（信州大学農学部）

17:30 閉会の辞 農学生命科学研究科 阿部啓子

問い合わせ先：

生物生産工学研究センター　葛山智久
Tel：03-5841-3073 Fax: 03-5841-8030

E-mail: utkuz@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/biotec-res-ctr/

尊い人命を奪うことになりかねない飲酒運転！「飲酒
運転をしない！させない！飲ませない！勧めない！」。
こんな当たり前のことを何故人は守れないのでしょう
か。昨今の交通事故報道を見ると、飲酒運転をする人は
後を絶たないようです。
本学教職員・学生は、率先して飲酒運転の根絶に取り

組んでいきましょう。

＜飲酒運転の危険性＞

身体に取り込まれたアルコールは判断力や注意力、運
動能力を低下させます。飲酒の影響で、危険と感じな
い・・・「自分は酒に強い」「自分だけは大丈夫」と甘
い考えで飲酒運転を繰り返し、重大事故を起こしていま
す。

＜二日酔いの運転も飲酒運転です＞

アルコールは意外と長く体内に留まり、身体に影響を
及ぼしています。翌日でも身体にアルコールが残ってい
る状態での運転は、酒気帯び運転や酒酔い運転となるこ
ともあります。
（呼気１リットル中のアルコール濃度0.15mm以上）

このたび、当センターでは上記テーマのシンポジウム
を開催いたします。

主催：生物生産工学研究センター
共催：農学生命科学研究科・農学部

日時：12月11日（月）13:00～18:00

場所：東京大学弥生講堂・一条ホール
東京都文京区弥生１－１－１
（地下鉄南北線「東大前」下車徒歩１分、
地下鉄千代田線「根津」駅下車徒歩７分）

参加費は無料です。参加登録も不要です。多くの皆様の
ご参加をお待ちしております。

プログラム

13:00 開会の辞
生物生産工学研究センター長
五十嵐泰夫

13:05 挨拶 農学生命科学研究科長 會田勝美
座長 農学生命科学研究科 長澤寛道

13:10 「放線菌によるポリマー原料（3-アミノ-4-ヒドロ
キシ安息香酸）の生産」
大西康夫（農学生命科学研究科）

13:40 「組換え大腸菌による化合物ライブラリー
合成」
三沢典彦（（株）海洋バイオテクノロジー
研究所）
座長 農学生命科学研究科 堀之内末治

14:10 「芳香族基質プレニル基転移酵素を用いた
構造多様性の創造に向けて」
葛山智久（生物生産工学研究センター）

14:40 「微生物シトクロムP450を利用した有用物
質の探索・開発・製造への取り組み」
有澤　章（メルシャン（株）・生物資源
研究所）

15:10～15:30 休憩
座長　農学生命科学研究科 依田幸司

15:30 「酵母を用いた異種有用タンパク質生産と
それを支える細胞機能」
阪井康能（京都大学大学院農学研究科）

総務部

飲酒運転を根絶しましょう！



15No.1345   2006. 10. 25

＜飲酒運転に「つい」や「うっかり」はありません＞

飲酒運転は自分の意思、飲酒し運転することに過失は
ありません。「のんだらのるな」「のるならのむな」を自
分自身に徹底させてください。

＜飲酒運転を見逃すな＞

運転するのを認識しながら飲酒を勧めたり、酒類を提
供したり、また飲酒をそそのかして運転させたりする行
為は罪に問われます。

（警視庁ＨＰより）

本郷消防署長からの依頼に基づき、地域防災貢献活動
に備えた訓練（２回目）を実施致します。各スケジュー
ルは下記のとおりです。多数の方々のご参加をお待ちし
ております。

■日時 1st step 11月29日（水）12：00～13：30

2nd step 12月４日（月）９：30～12：30

3rd step 12月８日（金）12：30～16：00

■場所 1st step 工学部１号館前広場
2nd step 医学部総合中央館333室
3rd step 本郷キャンパス周辺地域等

■訓練内容 1st step 初期消火訓練、小型ポンプ
操作・放水訓練等

2nd step 普通救命講習
3rd step 地域貢献防災教室

■申し込み

1st step 実施場所で直接、お申し込みください
2nd step 11月10日（金）締め切り
3rd step 12月１日（金）締め切り

■問い合わせ先 施設部環境安全グループ（内線21051）
E-mail：anei-2@adm.u-tokyo.ac.jp

今年度の特別展示は、総合図書館所蔵の「南葵（なん
き）文庫（ぶんこ）」（紀州徳川家旧蔵書）から、江戸の
科学技術史、中でも具体的な「モノづくり」に焦点をあ
て下記により開催します。さまざまなモノづくりが豊富
な図入りの資料で展示されますので見てもお楽しみいた
だけます。
また、会期中に記念講演会も行います。多数ご参加い

ただけるよう夕方から行いますのでぜひお越し下さい。

なお、南葵文庫は関東大震災直後、紀州徳川家当主の
徳川頼倫氏よりご寄贈いただいたもので、紀州徳川家旧
蔵書を始め、広範な時代と分野にわたる資料が含まれて
おり、当館の基幹的資料の一つです。

【特別展示】
日時：11月１日（水）～11月30日（木）

９:00～19:00 土・日・祝日も開催
（但し、11月16日（木）のみ休館日のため見学不可）
場所：総合図書館３階ロビー　

【記念講演会】
「吉宗と東大　－南葵文庫に見る知の職人たち－」
日時：11月７日（火） 18:00～20:00

場所：総合図書館３階大会議室　　
講師：佐藤賢一　電気通信大学助教授
＊事前申込不要

電子展示も行います。
http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/tenjikai/tenjikai2006/

お問合せ先：

附属図書館　情報サービス課　専門員
Tel: 03-5841-2640

E-mail: srv-sen@lib.u-tokyo.ac.jp

附属図書館

特別展示（一般公開）
｢知の職人たち　－南葵文庫に見る江戸のモノ
づくり－」を開催

環境安全本部

地域防災貢献活動に備えた訓練（2回目）のお
知らせ



16 No.1345   2006. 10. 25

情報基盤センター図書館電子化部門では、レポート・
論文作成や学習・研究に役立つ“情報探索ガイダンス”
各種コースを実施しています。

【日本語コース】
11月は、「留学生向け情報探索ガイダンス」を開催し

ます。基本的なデータベースを使った図書や雑誌論文の
探し方を、実習形式で解説します。
入門的な内容ですので、留学生に限らず、初心者の方

のご参加も歓迎します。本学にご所属であればどなたで
も参加できます。

●会場：

本郷キャンパス　総合図書館１階　講習会コーナー
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/koshukai/map.index.

html

●日時：

日本語コース　11/17（金）15:00～16:00【予約不要】

詳細は下記のサイトをご覧ください。
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

【中国語、韓国語、英語コース】
前号でお知らせしたとおり、11月は中国語・韓国語・

英語で行う「留学生向け情報探索ガイダンス」も開催し
ます。こちらは事前申込みが必要です。
留学生のみなさんのご参加をお待ちしています。

●会場：日本語コースと同じです。

●日時：

中国語コース　11/14（火）15:00～16:00【要予約】
韓国語コース　11/15（水）15:00～16:00【要予約】
英語コース　　11/21（火）15:00～16:00【要予約】

●申込方法：以下のサイトからお申し込みください。
（中国語）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/c/training-c.html

（韓国語）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/k/training-k.html

（英語）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/e/training-e.html

●問い合わせ：学術情報リテラシー係（22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

大学院農学生命科学研究科・農学部では、以下の要領
でセミナーを開催します。無料で、どなたでも参加でき
ます。多くの方のご来場をお待ちしております。

第31回　東京大学農学部公開セミナー
『農学の未来』

司　会：農学国際専攻　黒倉 壽 教授

「立ち上がる農山漁村」
農学国際専攻 林　　 良博　教授
「動物医療研究が臨床医学の先端を切り拓く」
獣医学専攻 佐々木 伸雄　教授
「木質バイオマス完全利用の可能性」
生物材料科学専攻 鮫島　 正浩　教授
パネルディスカッション－農学の未来－

情報基盤センター

“情報探索ガイダンス”実施のお知らせ

大学院農学生命科学研究科・農学部

第31回公開セミナー　『農学の未来』
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オルガン小曲集より「人よ、汝の罪の大い
なるを嘆け」（BWV622）
前奏曲とフーガ　ハ短調（BWV546）

演　奏： 鈴木雅明（オルガン）
（大学院総合文化研究科・教養学部オルガン委員会）

小石川植物園後援会が主催する第53回小石川植物園市
民セミナーが下記の通り開かれます。今回は、本学大学
院理学系研究科の東馬哲雄博士による、アオキとハナイ
カダを題材にした植物分子地理学に関する講演です。最
先端の植物科学研究に気軽に触れられる、絶好の機会で
す。本学関係者に限らず、どなたでも参加できます。ど
うぞ皆様お誘い合わせの上、是非ご参加下さいますよう、
ご案内申し上げます。

講師：東馬哲雄（大学院理学系研究科附属植物園助手）
演題：「DNA多型と染色体多型からみた日本列島広域

分布種の多様性：アオキとハナイカダを例に」
日時：12月２日（土）13：00～15：00

場所：大学院理学系研究科附属植物園本園
（小石川植物園）柴田記念館

参加費：無料
参加申込方法：

11月27日（月）までに往復葉書または電子メールにて後
援会までお申し込み下さい。返信葉書ないし返信メール
が招待状となります。なお参加ご希望多数の際は、お申
し込み順に従い受付が締め切られることがあります。悪
しからずご了承下さい。
主催・参加申込先：

〒112-0001 文京区白山3-7-1

東京大学大学院理学系研究科附属植物園内
小石川植物園後援会
koishikawa-koenkai@koishikawa.gr.jp

問い合わせ先：

大学院理学系研究科附属植物園
杉山宗隆助教授（03-3814-0368）

日時：11月18日（土）13:30～16:30

場所：東京大学弥生講堂・一条ホール
東京都文京区弥生１－１－１
地下鉄南北線 「東大前」下車　徒歩１分
地下鉄千代田線 「根　津」下車　徒歩７分

対象：一般（どなたでも参加できます）
定員：300名（当日先着順）
参 加 費：無　　料
問合せ先：農学系総務課 広報情報処理係
住所：〒113-8657 東京都文京区弥生１－１－１
電話：03-5841-5484，8179

Mail：koho@ofc.a.u-tokyo.ac.jp

※　受講証を発行いたします。
ご希望の方は、120円切手をご持参の上、
当日受付でお申込ください。

主催：大学院農学生命科学研究科・農学部
共催：（財）農学会

教養学部では、恒例のオルガン演奏会を次のとおり開
催いたします。このたびはバッハをはじめとする宗教音
楽の分野で国際的にご活躍なさっている鈴木雅明氏をお
迎えし、宗教改革者カルヴァンの『ジュネーヴ詩篇歌』
をめぐるオルガン曲の数々をお楽しみいただきます。ど
うぞご期待ください。
入場は無料です。ホームページを開設しておりますの

で、ぜひご覧ください.
http://organ.c.u-tokyo.ac.jp

日　時： 11月30日（木）18時30分開演（18時開場）
場　所： 教養学部900番教室（講堂）
曲　目： F・トゥンダー

前奏曲　ト短調
A・ｖ・ノールト
詩篇第24篇

J・P・スウェーリンク
ファンタジア・クロマティカ
詩篇第140篇

G・ベーム
コラール「喜べ、わが魂よ」

D・ブクステフーデ
テ・デウム・ラウダームス

J・S・バッハ

大学院理学系研究科・理学部

第53回小石川植物園市民セミナーのご案内

大学院総合文化研究科・教養学部

109回オルガン演奏会の開催
《『ジュネーヴ詩篇歌』を巡って～北ドイツと
オランダのオルガン音楽～》
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
学生部学生課学生生活チーム（大八木・宮内）
内線： 22529／22514
E-mail： gakuseiseikatsu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
美術史学研究室
TEL.：03-5841-3800/FAX：03-5841-8961
http://www.l.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/report.cgi?mode=2&id
=67

東京大学ビジネスローセンター（ＢＬＣ）
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1
TEL :03-5805-7298 FAX :03-5805-7143
http://www.j.u-tokyo.ac.jp/%7eblc/

数理科学研究科大講義室
（駒場キャンパス）

法文2号館1大教室

法学部21番教室
（法文1号館1階）

11月7日（火）
17:00～　授与式
18:00～　懇親会

11月7日（火）
17:00～

11月9日（木）
13:30～

18年度第1回「東京大学総長賞」授与式

平成18年度　美術史学研究室主催公開講演会
「版画を像内におさめた平安仏」

第36回ビジネスローセンター公開講座『いま、「投資
事業組合」を考える。』

生産技術研究所　千葉実験所
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/chiba/

空間情報科学研究センター
GIS講習会担当古橋
training@csis.u-tokyo.ac.jp
http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/training/

東京大学ドイツ・ヨーロッパ研究センター事務室
desk@desk.c.u-tokyo.ac.jp
http://www.desk.c.u-tokyo.ac.jp/j/sympo_e027.html
遺伝子実験施設　飯野雄一
http://www.biochem.s.u-tokyo.ac.jp/COE/
TEL 03-5841-3034 FAX 03-5841-3037
E-Mail：symposium@gen.s.u-tokyo.ac.jp

総務部渉外グループ
TEL: 03-5841-1217  内線: 21217
FAX ：03-5841-1219
E-mail ：hcd@adm.u-tokyo.ac.jp

大学院総合文化研究科「人間の安全保障」プログラム事務局
TEL＆FAX：　03-5454-4930
http://human-security.c.u-
tokyo.ac.jp/symposium/sympo20061111.htm

東京大学21世紀COEものづくり経営研究センター
〒113-0033 東京都文京区本郷3-34-3 本郷第一ビル8階
TEL：03-5842-5501 FAX：03-5842-5536
E-mail： india@mmrc.e.u-tokyo.ac.jp

東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/cgi-
bin/schedve.pl?ThuOct509:36:112006

生産技術研究所　千葉実験所
（JR総武線　西千葉駅北口下車）

柏キャンパス
総合研究棟4階470号室

駒場キャンパス 18号館ホール

理学部2号館
4階講堂

本郷キャンパス
駒場キャンパス

駒場キャンパス　18号館ホール

理学部1号館（中央棟）
小柴ホール

工学部8号館7階会議室

11月10日（金）
10:00～

11月10日（金）
10:00～

11月10日(金）
18：00～

11月11日（土）
9:30～

11月11日（土）
10:30～

11月11日（土）
14:00～

11月14日（火）
13：00～

11月16日（木）
14：00～

生産技術研究所千葉実験所公開

GIS講習会

拡大EUのフロンティア　－トルコとの対話

東京大学COE国際シンポジウム
Frontiers of the Biology of Uniqueness: Development,
Sensory Responses and Reproduction

第5回東京大学ホームカミングデイ

＜正義＞のさまざまな顔
－普遍か特殊か、裁きか赦しか―

東京大学インド・フォーラム

平成18年度第5回定例研究会
「歴史」をつくる人びと―異質性社会のレジティマシ
ー

mAAN国際会議2006〔東京〕日本実行委員会事務局
〒153-8505 東京都目黒区駒場4－6－1
生産技術研究所村松研究室気付
TEL：03-5452－6443 FAX：03-5452－6445 
http://www.iis.u-
tokyo.ac.jp/announce/061016/web_news.htm

http://high-school.c.u-tokyo.ac.jp/

生産技術研究所　総務・広報チーム
TEL: 03（5452）6863、6866
FAX: 03（5452）6071
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/announce/

TEL: 03-5454-6139 FAX: 03-5454-4929
http://tdgl.c.u-tokyo.ac.jp/̃bihaku/ 

附属図書館　情報サービス課　専門員
Tel: 03-5841-2640
E-mail: srv-sen@lib.u-tokyo.ac.jp

ハローダイヤル　03-5777-8600
URL: http://www.um.u-tokyo.ac.jp

http://apru2006.dir.u-tokyo.ac.jp/

学術情報リテラシー係（22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

社会科学研究所
Tel 03-5841-4904 / Fax 03-5841-4905
E-mail  fujiyama@iss.u-tokyo.ac.jp
http://jww.iss.u-tokyo.ac.jp/

http://faculty.ms.u-
tokyo.ac.jp/users/kokaikoz/kokaikoz2006.html
E-mail：t-saito@ms.u-tokyo.ac.jp
農学系総務課広報情報処理係
〒113-8657 東京都文京区弥生1－1－1
電話：03－5841－5484、8179
E-mail： koho@ofc.a.u-tokyo.ac.jp

安田講堂、生産技術研究所コン
ベンションホール他

教養学部
11号館 2階1106教室

生産技術研究所
（駒場リサーチキャンパス）

総合文化研究科・教養学部
駒場博物館　1階美術博物館展
示室

総合図書館3階ロビー

総合研究博物館

農学部弥生講堂　一条ホール

本郷キャンパス
総合図書館1階　講習会コーナ
ー

社会科学研究所大会議室／
理学部1号館小柴ホール

数理科学研究科　大講義室

農学部弥生講堂一条ホール

11月1日（水）
～5日（日）

10月6日（金）
～1月12日（金）

10月6日（金）
～12月22日（金）
（11月3日、24日を
除く各金曜日　全
10回午後6時から）
10月7日（土）
～12月3日（日）
10:00～18:00（入
館は17:30まで）
毎週火曜日休館

11月1日（水）
～11月30日（木）

11月3日(金･祝)
～平成19年1月28日
(日)
（休館日もあります
のでご確認下さい）

11月8日（水）
～10日（金）

11月14日（火）15:00～
11月15日（水）15:00～
11月17日（金）15:00～
11月21日（火）15:00～

11月17日（金）
18日（土）

11月18日（土）
13:30～

11月18日（土）
13：30～

第6回mAAN 国際会議2006［東京］
「our modern／われらがモダーン：
アジア都市遺産を再認識する」

2006年度冬学期「高校生のための金曜特別講座」

第34回生研公開講座イブニングセミナー
「環境のための物質・材料工学最前線」

特別展「一高校長　森卷吉とその時代―向陵の興廃こ
の一遷にあり」

特別展示（一般公開）
｢知の職人たち　－南葵文庫に見る江戸のモノづく
り－」
※15ページ参照

特別展示『東京大学コレクション
―写真家上田義彦のマニエリスム博物誌』展

APRU Distance Learning and the Internet 2006
Conference
テーマ： Technology Enabled Global Knowledge
Structuring

情報基盤センター
「留学生向け情報探索ガイダンス」
※16ページ参照

社会科学研究所国際ワークショップ
「世界における社会科学的日本研究の現状と展望」

大学院数理科学研究科公開講座「対称性と群」

第31回　東京大学農学部公開セミナー「農学の未来」
※16ページ参照

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等

東京大学ビジネスローセンター（ＢＬＣ）
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1
TEL: 03-5805-7298
FAX: 03-5805-7143
http://www.j.u-tokyo.ac.jp/%7eblc/

法文1号館1階　22番教室
第6回 11月11日（土）
時間　13:30～
（受付：13:00～）

東京大学法学部連続講演会
「高齢化社会と法」
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コラム

18 EVENT LIST

今回の特集は「秋の銅像めぐりガイド」。他の号とは毛色の違う、お楽しみ特集となっていま
す。ふだん、私たちが何気なく歩いている本郷キャンパスは、実は100年以上の歴史を誇る
「歴史的文化財の集積地」。今回御紹介した銅像のみならず史跡や石碑などさまざまな見どころ
が点在しています。今後はそれらも特集していく予定ですので、どうぞ、ご期待ください。
（し）

◆ 表紙写真 ◆

02 本郷キャンパス　秋の銅像めぐりガイド

08 さすてなTimes Vol.4

08 調達本部です　第17回

09 コミュニケーションセンターだより　No.24

10 Flags運動部紹介　No.23

11 Crossroad～産学連携本部だより～Vol.5

12 龍岡門横丁噺　第６回

12 Relay Column「ワタシのオシゴト」 第２回

淡青評論
20 歴史的な東大の科学や医学や人文・社会科

学の貢献をどのように伝えるか－日本語と
英語による解説の併記の重要性－

エドワード・ダイヴァース像
（２ページに関連記事）

シンポジウム

INFORMATION

13 東京大学21世紀COEプログラム

「機械システム・イノベーション」国際シ
ンポジウム・シリーズ開催のご案内

14 生物生産工学研究センター

シンポジウム
「微生物力を活用したものつくりに向けて」

お知らせ
14 総務部

飲酒運転を根絶しましょう！

15 環境安全本部

地域防災貢献活動に備えた訓練（2回目）の
お知らせ

15 附属図書館

特別展示（一般公開） ｢知の職人たち　－
南葵文庫に見る江戸のモノづくり－」を開
催

16 情報基盤センター

“情報探索ガイダンス”実施のお知らせ

16 大学院農学生命科学研究科・農学部

第31回公開セミナー　『農学の未来』

17 大学院総合文化研究科・教養学部

109回オルガン演奏会の開催《『ジュネーヴ
詩篇歌』を巡って～北ドイツとオランダの
オルガン音楽～》

17 大学院理学系研究科・理学部

第53回小石川植物園市民セミナーのご案内



医学科の最終学年の学生が６人１グループで実習に来るたびに、創立以

来150年の間の東大医学部の出身者が残した独創的な研究は何かと毎回訊ね

ることにしている。90％の学生は「思いつかない」という。稀に北里柴三

郎の破傷風菌の発見、山極勝三郎のウサギの耳のコールタール癌と言う者

がいる程度である。現役の教授の研究のことを言う学生もいる。実は、医

学部だけでも関節鏡や胃カメラの開発、心臓の刺激伝導線維や筋肉の収縮

のカルシウムイオンの関与やアレルギーのIgEの発見などノーベル賞に匹敵する業績は少なくない。生きてい

ればノーベル文学賞を受賞したであろう安部公房も医学部の卒業生である。なぜ学生は知らないのか。講義

や実習で教えないからである。最近はNatureやScienceに研究論文が掲載されたことは言うが、何を発見ある

いは解明したかという説明は少ない。ケンブリッジ大学に行くと、「万有引力を発見したNewton（1643-1727）

を我が大学は生んだ」、パリの大学院大学コレギウム･フランセに行くと、「マリー･キューリーとピエール･キ

ューリーがラジウムを発見した」と壁のプレートに書かれており、訪れた者の知的好奇心を刺激する。その

頃、どのようにして発見したのか思い巡らすからである。東大でも世界に影響を与えた発見や発明は学内外

に解説を各学部やあるいは教室が工夫してプレートにしてはどうか。同時に絵葉書にするのも良いと思う。

各学部の発見や発明を絵葉書にして、絵や写真で歴史的業績を紹介できるようにする。いずれにしろ日本語

と英語の解説を併記する方がいい。東大では日本語と英語が併記して紹介されているのは本郷通りに面した

赤門と三四郎池の由来ぐらいなもので、このような歴史的な情報の発信においては世界一流とはいえない。

「生研ニュース」の第100号（H18年6月発行）に、英国から来ている若い研究者が東大の中の英語によるコミ

ュニケーション能力の低さに驚いた文章を寄せている。話す英語にも問題はあるが、学会でも日本人だけで

グループになって英語で話そうとする努力に欠けるという批判である。耳は痛いが有難い指摘である。小生

の専門領域の国際学会でもよく見る光景である。最近では韓国の先生方がよく発表し、質問もし、レセプシ

ョンでも積極的に英語でコミュニケーションするので余計日本人の参加の影が薄く見えたりする。

日本語と英語の併記が学内のいたるところにあるようになれば、ビジターとの英語によるコミュニケーシ

ョンの良いきっかけとなるに違いない。このようにすれば世界への発信は身近なところから始めることが出

来る。

加我　君孝（大学院医学系研究科）

歴史的な東大の科学や医学や人文・社会科学の貢献をどのように伝えるか
－日本語と英語による解説の併記の重要性－

No. 1345 2006年10月25日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp
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